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新
仏
教
徒
の

ラ
ジ

オ

出
演

　

　
　

高
嶋

米
峰
を
中
心
に

ー

坂

　
本

　
慎

　
一

　

凵
本
で

は
、

大
正
一

四

年
に

ラ
ジ

オ

放
送
が
開
始
さ

れ
た．．

東
京、

大

阪
、

名
古
犀
の

放

送
局
は
、

翌

年
に

統
合
さ
れ

て

日

本

放
送

協
会
と
な

り
、

戦
後
の

昭
和
二

六

年
ま
で

独
占
放
送
を

行
な
っ

た
。

テ

レ

ビ

ジ
ョ

ン

放

送
は
、

戦
後
の

昭
和
二

八

年
以
降
で

あ
る
。

　

戦
前
の

欧
米
で

は
、

音
楽
の

放
送
が

半
分
以
E
を

占
め

て

い

た

の

に

対

し
、

日

本
で

は

教
養
放
送
が

重

視
さ
れ
、

ラ

ジ

オ

に

よ
っ

て

国
の

文
化
水

準
を
あ

げ
る

「

ラ
ヂ

オ

の

使
命
」

が

強
調
さ

れ
た

。

ラ

ジ

オ

受
信
契
約
者

数
は

、

昭
和
一

二

年
に

は

国
内
す
べ

て

の

新
聞
発
行
部
数
を
追
い

抜
き、

戦

後
に

民
間
放
送
が

開
始
さ
れ

る

ま
で
、

日
本
放
送
協
会
は

円

本
最
強
の

マ

ス

メ

デ

ィ

ア

で

あ
っ

た
。

　

明
治
大
正

期
の

新
仏
教
運
動
で

中
心

的
な

役
割
を
は

た

し

た

高
嶋
米
峰

は、

最
初
期
か

ら
ラ

ジ
オ

放
送
に

出
演
し

て

い

た
。

国
家
的
な

冠
婚
葬
祭

放

送
を

何
度
も

担
当
し

た

り
、

年
末
の

結
び
の

放
送
を

毎
年
の

よ

う
に

行

な
っ

た

り
す
る

な
ど

、

日

本
放

送
協
会
か
ら

絶
大
な

信

頼
を

受
け
て

い

た
。

高
嶋
の

活
躍
の

み

な
ら

ず、

そ
の

影
響
を
受
け
た

友
松
圓
諦
や

高
神

覚

昇
ら
の

登
場
で

、

ラ

ジ
オ

の

教
養
放

送
は

全
盛

期
を
迎

え
る

。

友
松
と

高

神
は

、

放
送
に

よ
っ

て

人
気
を

集
め
、

全

日
本
真
理

運
動
を
全

国
で

展

開
し
た

。

　

高
嶋
は

、

同
じ

明
治
八

年
生

ま
れ

の

下
村
宏
と

懇
意
に

し

て

い

た
。

下

村
は
、

逓
信
官
僚
出

身
で

台
湾
行
政
の

カ

リ

ス

マ

的
存
在
で

あ

り
、

朝
日

新

聞
副

社
長

、

大
日

本
体
育
協
会
会
長
を
歴

任
し

て

い

た
。

彼
ら

は
、

還

暦
を
迎

え
た

昭

和
一

〇

年、

乙

亥
会
（
明
八

会
）

を

共
同

運

営
し
て

い

る
。

下
村
の

後
輩
に

よ

る

再
三

の

勧
め

も
あ
り

、

昭

和

＝．一
年
八
月
高
嶋

は

台
湾
へ

講
演
旅
行
に

行
っ

た

こ

と

も

あ
っ

た
。

　
日

本
に

お

け
る
放
送
は

、

そ
れ

ま

で

教
養
放
送
が

主

体
だ
っ

た

の

に
対

し
、

日
中

戦
争
が
開
始
さ

れ

た

昭
和
一
．

一

年
以

降
は

報
道
が

増
加
し
た

。

教
養
放
送

白
休
も、

昭
和
一

六

年
に

は
、

そ

れ

ま
で

の

「

講
演
者
中
心
主

義
」

を
廃
止

し、
「

協
会
の

企

画
に

即
し
た

講

演
」

を

放
送
す
る

よ

う
に

な

る
。

さ
ら
に

太
平
洋
戦
争
開
始
以

降
は
、

「

国
家
目
的
に

帰
一

す
る
」

方
針
と
な

り、

放
送
に

よ
っ

て

国
民
の

精
神
を

統
制

す
る

方
向
へ

変
化
し

て

い

っ

た
。

　
昭
和
一

七

年
八
月
に
、

高
嶋
は

イ

ン

ド
向
け
の

対
外
放
送
に

二

度
出
演

し

た
。

こ

の

放
送
は

対
外
プ
ロ

パ

ガ

ン

ダ

の
一

環
で

あ
っ

た

た

め、

高
嶋

は

戦
争
の

プ
ロ

パ

ガ

ン

デ

ィ

ス

ト

と

解
釈
さ

れ

る

こ

と

も
あ
っ

た
。

し
か

し
、

そ
の

講
演
筆
記
を

詳
し

く
読
む

と
、

基
本
的
に

「

大
東
亜

戦
争
」

を

ア

ジ
ア

解

放
の

戦
争
と

し

な
が

ら
、

一

見
話
が

横
に

逸
れ
た

よ

う
な
部
分

に

重

要
な
羊

張
を
潜
ま
せ

て

い

る
。

こ

う
し

た

巧
妙
な

話
術
は
、

下
村
も

得
意
と
し

て

い

た
。

　
昭
和
一

四

年
四
月
に

放
送
し

た

「

国
民
性
へ

の

反
省
」

で

は
、

高
嶋
は

戦
時
下

の

時
勢
を
批
判
し

て

い

た
。

太

平
洋
戦
争
開
始
後
は
、

子
供
向
け

の

当
た

り

障
り
の

な
い

放
送
を
主
に

行
な
っ

て

お

り、

積
極
的
に
戦
争
に

与
し

て

い

た

と
は

言
い

が

た
い

。

昭
和
二

〇

年
八

月
三
一

日
の

「

連
含
軍

の

進
駐
を
迎
え
て
」

で

は
、

国
民
に

対
し
て

終
戦
の

徹
底
を
呼
び
か
け
て

い

る
。

高

嶋
の

態
度
が

わ

ず
か

数
年
で

「

反
戦
的
↓

好
戦
的
↓
反
戦
的
」

と
二

度
変

化
し

た

と

解
釈
す
る

の

は

無
理
が

あ
ろ

う。

　
ラ

ジ

オ

が

戦
意
昂
揚
プ
ロ

パ

ガ

ン

ダ

の

道
具
と

化
し

た

状
況
で、

高
嶋
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は

拙
速
に
体
制
を
打
破
し
よ

う
と

し
た

の

で

は

な
く、

高
度
な
バ

ラ

ン

ス

感
覚
を

保
ち
な
が
ら
妥
協
し、

状
況
打
開
の

機
会
を
う
か
が

っ

て

い

た

と

解
釈
す
べ

き
で

は

な
い

か．、

最
悪
の

状
況
を

受
け
入
れ

た

上

で

最
善
を
尽

く
す
戦
略
は
、

ゲ
ー

ム

論
で

は

「

鞍
点
」

と

表
現
さ
れ

る
。

親
友
の

下
村

は
、

軍
部
と

巧
み
に

妥
協
し
な
が
ら、

最
後
は
終
戦
の

玉
音
放
送
を

実
現

し、

終
戦
に
貢
献
し
た

。

高
嶋
も
同
様
に

「

鞍
点
」

を

維
持
し
て

対
イ
ン

ド
放
送
に

参
加
し、

最
後
に

は

終
戦
に

貢
献
し
た

と

解
釈
す
べ

き
だ

。

当

時、

権
力
に
対
す
る

微
妙
な
位
置
を
保
ち
な
が
ら、

巧
み
に

終
戦
の

機
会

を

う
か
が
っ

て

い

た

人
は、

こ

の

二

人
以
外
に

も
い

た

か
も
し
れ
な
い

。

戦
時
下
の

状
況
を
少
し
で

も
受
け
入
れ
た
人
を
叱
責
す
る

よ

う
な
歴
史
観

で

は
、

こ

う
し
た
人
物
は

評
価
さ
れ
え
な
い

の

で

あ
る

。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と

ま
と

め

大

　
谷

　
栄

　

報
告
者
た
ち
は

、

．
一
〇
〇

七

年
よ
り

、

共
同
研
究
プ
ロ

ジ

ェ

ク
ト
・

新

佛

教
研
究
会
（
科
研
費
基
盤
研

究
（

B
）

「

近
代
日
本
に

お
け
る

知
識
人
宗

教

運
動
の

言

説
空

間
1

『

新
佛
教
』

の

思

想
史
・

文

化
史
的
研
究
」

、

代

表

者
冖

吉
永
進

こ

を
通
じ

て、

新
仏
教
運
動
を
中
心
と
す
る

近

代
ロ
本

仏

教
史
に

関
す
る

調
査
・

研
究
を
進
め

て

き
た

。

そ
の

成
果
は

、

過
去
＝ ．

年
間
に

実
施
し

た
パ

ネ
ル

を
通
じ
て

公

表
し

て

き
た

。

本
パ

ネ
ル

は
、

こ

れ
ら
の

成

果
を
踏
ま
え
た
、

最

終
報
告
と
い

う
べ

き
位
置
づ

け
を
持
つ

。

　

今
回

は
、

近

代
東
ア

ジ
ア

世

界
と
新
仏

教
運
動
の

関

係
を
テ

ー
マ

と
し

た
。

新
仏

教

徒
た
ち
が

帝
国
円

本
の

戦

争
や

植
民
地
政

策
と

の

関
連
の

中

で
、

近
代
東
ア

ジ

ア

世
界
と
ど

の

よ

う
に
関
わ
っ

た
の

か
を
ト
ラ

ン

ス

ナ

シ

ョ

ナ
ル

な
視
点
か

ら
検
討
す
る

こ

と

が、

今
回
の

パ

ネ
ル

の

目
的
で

あ

る
。

　

大
谷
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
次
元
の

相
互

作
用
に

着
目
し

、

ト
ラ

ン

ス

ナ

シ

ョ

ナ
ル
・

ヒ

ス

ト
リ
ー

的
な

帝
国
史
砺
究
と

い

う

視
点
か
ら、

新
仏
教

研

究
な
ら
び

に
近
代
仏
教
史
を

捉
え

直
す
こ

と
を
提

案
し
た

。

高

橋
は、

新

仏
教
徒
独
自
の

ア

ジ

ア
へ

の

視
線
が
あ
る
と
は
い

え
な
い

が
、

雑
誌

「

新

佛
教
』

が
国
内
外

、

植
民
地
内
外、

仏
教

界
内
外
に

生

ず
る

緊

張
と
バ

ラ

ン

ス

の

上

に
言
説
を
生
成
し
得
た

仏
教
系
メ

デ

ィ

ア

で

あ
る

こ

と
を

明
ら

か
に

し
た
。

新
仏
教
徒
の

多
様
な

戦
争
観
を
分
析
し

た

守
屋
は
、

多
く
の

論

者
が
仏
教
に

基
づ

い

た

議
論
を

あ
ま
り
し
な
い

中
、

鈴
木
大

拙
と

井
上

秀
天
の

論

説
は

仏
教
信
仰
に

基
づ

い

た

社
会
倫
理
を
示
し
た
事
例
で

あ
る

と

指
摘
し
た

。

坂
本
は
、

ラ

ジ

オ

が
戦
意
昂
揚
プ
ロ

パ

ガ

ン

ダ

の

道

具
と

化
し
た
状
況
で
、

高
嶋
米
峰
は

高
度
な
バ

ラ

ン

ス

感
覚
を
保
ち
な
が
ら

、

状

況
打
開
の

機
会
を
う
か

が
っ

て

い

た

の

で

は
な
い

か
と
の

解

釈
を

提
示

し
た

。

　
コ

メ

ン

テ

ー

タ

の

岩
田

文
昭

氏
か
ら
は
、

今
回
の

パ

ネ
ル

で

は

ト
ラ

ン

ス

ナ
シ

ョ

ナ

ル

な
相
互

関

係
性
が

検
討
さ

れ
た
が、

「

戦
争

推
進
」

対

「

戦

争
反

対
」

、

「

抑
圧
」

対
「

抵
抗
」

の

よ

う
な

従
来
の

新
仏

教
研
究
の

持
つ

二

項
対
立
図
式
を
ど

れ

だ

け
乗
り
越
え
る

こ

と
が
で

き
た

の

か、

と

い

う
指
摘
が
最
初
に

投
げ
か

け
ら

れ
た

。

次
に

大

谷
報

告
に

対
し
て、

中

国
の

仏
教

雑
誌
に

転
載
さ
れ

た

新
仏
教
徒
の

論
文
は

戦

争
推
進
の

論
理
に

用
い

ら
れ、

超
越
的
原
理
を

提
供
で

き
な
か
っ

た
の

で

は
な
い

か
と
の

質

問
が
寄
せ

ら
れ
た

。

そ
れ
に

対
し

て

大
谷
は、

戦

争
批

判
の

論

文
が

転
載

さ

れ
て

い

な
い

か

を

検
討

す
る

必

要
が

あ
る

と

答
え
た

。

高
橋
報
告
に

144（978）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


